
`吉

 旬 転 句 ネ ● え ●|
詩

　

題″FO 清 ○ 山 ● 兵 ○

笙 ○ 坑・ 寂・ 千 〇 舌
郊
日
暮

（
来

韻

）

夕・ 西 O 本 ○ 古 ●

屁・ 風 ○ 桟 ○ 工 ●

慇 ● 夭 O 律・ 録 ●

無 ○ 欲 ● 半・ 林 O

窮 ◎ ネ・ 空 ◎ ヤ ◎

えじ下み読

律
ぎ
黎
む
舛
慇

感
筋
ま
り
結
し

滞
嚇
断
だ
　
ん
は
着
れ
ん
と
輝
す

囃
羅
た
る
＾
牌
　
帯
多
に
飾
ゆ

彙
鷲
す
遅
　
繊
湘

の
嘲

邸
が

叫
未

神
漢
豊

え
詩
期
会
　
議
箋

【
を
言
絶
句
】

名簿No   l

作
詩
ロ

千
仄
式

千
戌
二
九
年
九
月
え
口

千

た

式

名

前

牛
出
　
妊
彦

そのlLの メモ

カ

ン
ボ
ジ

ア
の
ア

ン
コ
ー

ル
迪
跡
群

を
初

め
て
訪
れ
た
。

実
際

は
真
え

の
訪
閂
だ

っ
た
が
、

詩

題

に
合

わ
せ
て
み
た
。

壼
跡

０
計
台

か
ら
几
た
原
生
林
遍

Ｌ

の
夕
景

は
思

い
出
深

い
。



結  ● 転 ● 承 旬 た  句
鋳

　

題 神
漢
逹

た
詩
期
会
　
詩
箋

【
た
言
飽
匂
】

竹 ● 坐 0 夕・ | 未 O

立 ●|

|

思 ○ 陽 0 典 ● 西
郊
口
暮
逍
守
ガ
琢

一（
た

韻
）

仄
起
式

墳 ○ 昔・ 録 ○ 迪 ○

前 ○ Fl● 鳥・ 逹 O

遂・ 守・ え・ 歌 O

慨 ● ガ ○ 沐 0 空 ●

相 ◎ 貌・ 秋 。 ユ  。
|

えじ下読    み 作
詩
口
一千
氏
二
十
九
年
九
月

毎
み
ン

つ

墳
= |
の
詐

町
僚

椰
し

■
〓
〓
　
　
　
お
も

坐

に
思

う

難
貯

難
一が
の
秘
．

ら
う
ひ
　

　

　

　

　

さ
　
　
・「
〓
，

夕
陽
　
野
島

舞
涼
:

の

秋 留

審
に
だ
り
苺
「避
す

賀
聖
=

の
露

町
無
”
療̈

競
れ
残
を
亀
る

名

前

宇
野
次
汗

名簿Alo   2

語ま 共次 作詩メモ

自
宅

か
ら
　
ち
よ

つ
と
行

っ
た

と
こ
ろ
に
　
実
ガ
系

と
言
わ
れ
る

几
崎
ら
し

の
た

い
ム
が
あ
る
。

散
ナ

に
　
時

々
ユ
ら
寄

る
。

小
か

百
人

一
首

「
か
く

と
た

に
え
や
は
伊
次

の
さ
し
も
革

さ
し
も

し
ら
し
な
燃

ゆ
る
お
も

ひ
を
」

後
捨
違
集

「
明
け
ぬ
れ
ば
ふ

る
る
も

の
と
は
じ
う
な
が
ら

な
お
恨
め
し
き
朝
ば
ら
け
か
な
」

その他のメモ



皓 句 転 句 承  /・● え  句
者

　

題

期

箕

【
七
言
絶
句
】

′形 繁 Z子 , クヽ

目 才薇 遊 0

承
J

０

御

ｑ
ふ

（
ム
雅

韻

）

イ人 大黎 嗽 υ ％ヽ´‘

才
稚 燿 次

,

ａ
勿

ク
ハ
ー

〔)

〃 、ノ す 弦
″
久

ρ

/1人 ● ′″ン 多 嫁
血 れ

カ
ー イエ

ヽ

夫し下み読
作
十
日
丁
‘え
κ
″
年
０
′
月

″

ロ

イ
ズ
1`

才

イじ

1'

4た
4

μ
|ん
(4

4′た

4

‐―
に
，
Ｌ
ｒ
」
′
‐
‐
ほ
性
ｐ
ｌ
ｌ
ｒ

，■

み
　
夕

‘

　

′

棒
薇
紫
大闊
0

ｔ
予
花

ぼ
Ⅳ
‐
κ

　

‘
″
ら
ん

じ

や
つ
て
ん

占
ヽ

η

ヱ
。オ1に
。イた
ち％

′力
だ
の

山
「
賦

か

の

ト

Ｐ
に
降
し
呻
４

ルう
や
０
置
ご

綸

ψ
争
ｔ
４
″
陽

酔
‘
シ
″
糸多
レ

陸
い

ｌ

ｋ

ｒ
λ
ξ
う

多
″
ご
ん

Й
の
｀

処
θ
野
ヤ

′
算
仇

レ
ゆ
ら
い
医
Ｆ
ｋ
ｒ

ヽ

´

ヽ
型
，
，

′
ヽ

銘

前

海
村
　
都
郎

神
漠
逹
　
九
寺
期
会
　
計

そ

の

化

の

メ

モ

%簿 に3
共故・作寺メモ諄 註

●・

レ
Ｌ
Ｐ
ヒ
ド
」
‥

■
７

』
η
化
０

ヤ
‘
り
の
＞
じ
４
隔
田

イ
趨
『
を
ヽ
　
　
‘

,

%
ネ
″

ν

ヽ

ど
・

り

■

の

″
絡

■

タ

ト

丼
外
め
り
●
４
多
く
た
し
，

ｒ
レ
タ
を
レ
″
隈
Ｌ
砕

レ
ム
州
Ｊ

卜
を
し
レ
′
‘
み
―
い
彩
ｋ

″
ク
η

ι

´
と́
夕
´
ど

う
Ｆ
）



名簿No  4
語註 共次 作著メモ

神
漢
え

え
詩
期
会
　
詩
箋

【
セ
吉
絶
匂
】

`む

 o 転 旬 ネ 句 た 0
詩

　

題率 O. 日 ●|

|

朧 ●
|

楓 ● |

飛 O 暮・ 園・ 林 ○
| 舌

郊

日
暮

|

|

陽

韻

）

赤・ 西 ○ 春 O 霜○

卒・
|

郊 ○ 花 ○ 兼・

昇・ 無 O 帯・ 縁 ●
|

秋 ○ 墨 ● 夕・ |

合○

え ◎ 宣・

|

陽 ◎ 黄 ◎

邸
が

離
紺

癬
器

の
郡
幣
　
鋳
´
煮
を
夕
み

階
計

の
癬
存̈
　
舛
陽
を
帯
び
る

離
蔵

の
び
．炉
　
紺
ま

の
す

ゃ
れ
庶
ぶ
ボ
事
　
拠
碁

を
蒲
す

作
詩

ロ

千

仄
式

千

た

式

名

前

岡
嗚
宣
昭

その化のメモ



詰 ● 転  匂 ネ 句 え  句
詩

　

題 神
漢
逹

え
詩
期
会
　
計
箋

【
を
言
亀
句
】

想・ 夕・ |

村 O 涼 〇

笙 ○ 照 ● 園 ● 風 〇 西
郊
日
暮

麻

顎

先 O 西 O 春 ○ 野・

′此 ● 入 O 花 ○ 渡 ●

静・ 帰 O 秋 ○ 散 ●

煎 ○ 島・ 色・ ネ ○

恭 ◎ 影 ● 嘉 ◎ 愛 ◎

夫し下み読 作
詩
口

一　
Ｈ

２
９
　

９
　

８

子

起

式

傷
響
規
押
≒
か

ち
ゃ
　

　

に
る

に
本

を
煎

刻
聰
疎
ん
庁
銃
がヽ
切

続
匿
瀧
″
偽
観
新

潔
應
学
を
な
り
新
印
を
慌
ず

|

名

前

式

口
　

一
郎

名簿N0   8
語 筆 け
一
漱
初マ
に御
攘̈
』％計駐ど
鰤は
なヵ、療
颯確鴨練
れわいだ

坐
晦

岬

■

―――

．
――

‥

一‐―

一一一一‐Ｉ

Ｌ

く焼 らの

なけの涼
つのル風
た西 はが

母 空―野
をに置 を

思 はの大
い業春 き
なにえ渡
が帰の う
らる花 タ
静 島で査
かの秋 を
に影 の払
恭 が風 つ

を几情 た
いえが
れ る恙
嗅   じ
し  ら
た  れ

の

メ

モ

さ 夕む秋



名簿ヽ    9
語
= 
典炊 作諸メモ

神
漢
逹

え
詩
期
会
　
詩
箋

【
を
言
亀
句
】

皓  句 転 ●| 承 荀 た 句
詩

　

題綺・ 妊 ○ 陰・ 楓 ○

美・
久 ○ 姦 O 兼・ 西

郊
口
暮

ん́

韻

）

白・ 水 ○ 野 O 鮮 ○

然 ○ 呑 ● 録 ● 紅 O

何 O 壼 ● 影 ● 口 ●

不 ● 鈴 O 斜 ○ 仄 ●

尊 ◎ 力 ● 原 ◎ 鍛 ◎ |

えし下み琉

釘
デ
な
る
能
．然
　
な
ん
ぞ
準
″

ら
ざ
ら
ん
や

な
ポ
た
る
を
せ
る
や
参
や
　
従
か
を
な
く
す

鮮
野】
縁
く

た

り

か
げ

な
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

影
斜

め
な
る
原

機
ギ
策
鰤ヽ
た
り
　
畔
展
く
跡

邸
が

鮮
群

作
詩
ロ

千
仄
式

十
戌

二
十
九
年

八
月

二
十

四
ロ

ス

起

式

名

前

蒟
上
清

一
郎

そのにのメモ



神
漢
逹

え
詩
期
会

詩
箋

【
セ
言
絶
旬
】

′告 ● 転  ● ネ  句 た 0
計

　

題鯰 ● 白・ 券 0 紅 0

足・ 憐 ○ 答 0 色・ 題
新
昔
苓
集
ニ
タ

尤

額

二 〇 +0 真 O 皆 O

朝 ○ 嗚・ 木・ 無 0

= ○ 飛 ○ 彩・ 苫 O

夕・ 翔 O え 0 屋・

秋 。 沢 ● 愁 ◎ 頭 ◎

えし下ス涜

■

鑢

て

た

¨̈

一

一
―

●

工
朝

ｉ
外

の
秋

（
の
舛
暮

れ
）

餌
と
離
れ
な
る
は
常
喀

の
濠
か
ら

の
た
妊

タ
タ
た

る
ォ
木

も
慕
懲
″

核

る

缶
ど
の
電
く
締
き
　
擁
ど
の
珂

論
ま
筏
集
「

二
外

に
延
す

名簿ヽ   10
語
= 
共悛 作寺メモ

秋

の
夕
家
れ
を
歌

っ
た

「
ニ
タ

の
歌
」

を
セ
言

で
翻
訳
し
て
み
た

起
旬

‥
た
家
　
几
戒
せ
ば
　
″化
も
江
■
も
　
な
か
つ
け
り

浦

の
じ
こ

の
　

秋

の
タ
ネ
れ

承
句
　
寂
逹

　
ヽ
ヽ
び
し
さ
は
　
そ

の
と

と
し
も
　
な
か
り
け
り

真
本
立

つ
工

の
　

秋

の
夕
暮
れ

転
句

‥
西
行

　
だ
な
き
　
身

に
も
あ
は
れ
は
　
知
ら
れ
け
り

嗚
立

つ
沢

の
　
秋

の
ク
ネ

れ

作
詩

曰

千

仄
式

千
茂

二
十
九
年
九
月
十

ロ
ロ

え
　

た
　
式

名

前

原

ロ

畦

夫

そのlLの メモ

『
ニ
タ

の
歌
」

は
新
〓
今
■
歌
集

の

「
秋
上
」

に
二
首
逹
読

で

は
録
さ
れ
て

い
て
、　
い
ず
れ
も
二
句
日
を

「
け
り
」

で
物
り
、

二
句
日
を

「
秋

の
タ
ネ

れ
」

で
結

ん
で

い
る

の
が
特
徴
。

「
西
郊
曰
ネ
」

の
秋

の
野
４

（
野
派
）

を
歌

っ
′、
は

い
な

い
が
、

秋

の
口
暮
時

の
情
趣

は
多
少
と
も
、
、
。



仲 |ヽ|

平

起

式

一ヽ
す〈
一

選
わ

△:0一〕
”
ム0:

●
４
■
■
一，
一
す
一０
一

持

の
キ
感
秋

〇

一
●
△

一
　

●

●

一

（
ヽし☆

一
　

〇

一
△

―

●

|●

「
ド
ー

‘

ド
ｎ

“

●
「
ロ
ー

白

Ｆ

ｎ
μ

ヽ
　
い
ヾ
＞

麟

み

下

し

文

◎
０

一
一

３
可
わ

乗

溜
格
も働
滋

スヽ
ミ
凝
“９

:◎
:o

,晴 |

メ玄
よア
輛
口櫛ξ
哺
山
，

山

熱

|&|



皓 匈 転  句 ネ 匂 た 句
詩

　

題 神
漢
逹

え
詩
期
会

詩

箋

【
セ
言
絶
句
】

ス ●
| 病・ 口 〇 幼 ●

沐 ○ 臥 ● 野・ 児 ○ 舌
郊
曰
暮

4・TO 1日 01 舌 ○ 帰 ○

1民・ 妊 〇 風 ○ 路●

夕・ 者 O 故・ 喝 ●

陽 O 信 ●
|

里 ● 歌 〇
|

（
庚

額

）
明 ◎ 絶 ● 情 ◎ 声 ◎

えじ下み発
作
詩

口

Ｔ
κ
二
＋
え
キ
九
月
＋
ニ
ロ

千
　
た
　
式

な
嚇
慨
ぞ
鷺
ま
ん
駕
け
の
兜
な
る
を

|

|

病Y
黙課
の

l口ち
窺
は
昔カ
信え
こ
た

え

て
ん
や
口
野

|

の
舌ょ
風〕
に

`瀕

Lこ

ヱリ

し

よ

う

の
情

径
好

の
舵
路
に
報
．編
の
た

|

|

|

|

舌よ
す「:
口:

殺ま

名
前

一　
　
　
七
川
　
爾

名簿No 12
諄
= 
共次 作詩メモ

遊
び
帰
り

の
子
供
逹

の
歌
戸
と
ロ
ル
に
大
き
漢
る
よ
風

に
、

故
押
を
思
う
。　
　
病

に
倒
れ
た
口
友
か
ら
の
使
り
は
途
絶
え
、

明
る
遅
ぎ
る
カ

ロ
に
決
す
る
も
、
何
を
か
惧
ま
ん
や
―

そ
の
他

の
メ
モ



錯  ● 韓  " ホ 旬 健 句
詩

　

鳳 神
漢
逹
　
え
詩
期
会
　
詩
箋

【
セ
吉
亀
句
】

舌 O 一 ● 夕・ 金 0

郊 O 片・ 月 ● 氏 O 舌
郊
口
来景 O 詩 O 疑 O 二 ●

物 ● 恙 O 弓 0 露 ●

画 ● 眺 ● 来・ 動 ●

ヤ O 笙 O 色 ● 秋 O
（
庚

韻

）
行 ◎ え・ 生 ◎ 声 ◎

えし下彙    み 作
崎

曰

一千
晟

二
た
年
た
月

千
　
た
　
式

雌
清
の
理
ヶ
　
ぽ
鷲
に
ぽ
く

べ
戸
の
計
き
　
嚇
弊
の
た

燿
肝
弔
と
畢
つ
村
び
巻
ず

各
廊
事
庁
　
毅
声
を
繁
か
し

耐
が
叫
春

名

前

松
本
祐
輔

名簿聰14

“

饉・典長・作峙メモ

全
凰
＝

秋
Ａ

二
鷹
＝
共

し
き
痒

持
足
＝

を
持
作

る
考

え

そのにのメモ



神
漢
逹

え
詩
期
会

詩
箋

【
を
言
絶
句
】

皓 旬 伝 ● ネ  ● え  "
詩

　

題西 ○ ―― ● 酌・ 秋 O

郊 O 睡 ● 洒 ● 兆 ○ 舌
郊

口
募

麦

韻

）

落・ 帰 O 逍 O 万・

Fl●
`総
O 懐 O ユ ●

暮・ 残 O 亦・ 訪 ●

鶉 0 夢・ 有・ 今 ○

声 。 断・ 情 。 朋 ◎

読 み 下 し え

●
い
　
・
■
つ
　
　
¨

西
郊
落
El l

籍i

声,

―
=
睡よ

帰
さ

`き
た

れ
夢ぉ
を
断
た

つ

が
を
計
ん
で
な
歯
恭
悴
，ヽ布
り

秋じ

え:

万帰

ヱ
リ

今意

朋ぢ

を

謝
ぬ

」野苫

ナ「 号

El:

斎

名簿No  15
語
= 
共次 作詩メモ

へ
月

の
最
後

の
日
曜
日
、

相
漠
源

の
今
友
た
ら
が
暑
気
払

い
を

す
る

と
の
こ
と
で
、

横
浜
か
ら
蓬
路

は
る
ば
る
お
伺

い
し
た
。

久

々
に
お
会

い
す

る
人
も
お
り
、

話
が
弾
む
な
か
酢

い
が
口
り

不
党

に
も
寝

て
し
ま

っ
た
。

日

が
覚

め
る

と
会

は
散
会

し
て
お
り
、

確

て
て
帰
途

に
織

い
た
が
、

住
宅
地
か
ら
駅

に
０
か
う
ム

の
道
か
ら
眺

め
た
夕
陽
が
、
妙

に

ょ

ぶ
し
く
、

ね
ぐ
ら

に
達

る
鳩

の
声

が
響
き
浚

っ
て

い
た
。

作
詩

ロ

千
仄
式

千
茂

二
え
年

え
月

一
〇
ロ

千
　
た
　
式

名

前

二
浦
昭

ニ

そ夕)にのメモ



名簿No 16

“
= 
共枚 作持メモ 結  句 転  匂 承 ●| た ●

詩

　

題茂・ 昇・ 絡 ● 残 ○ 神
漢
逹
　
え
詩
期
会
　
詩
箋
　
【北
吉
絶
ユ

千
　
た
　
式

詩 O 月・ 絆・ 蝉 O 脅
郊
口
春

⌒

え

韻

）

朗 ● 今 ○ 有 ○ 十・

詠 ● 風 ○ 拳 ○ 鳳 ●

`:ヽ
 ● 好 ● 転 ● 永・

風 O 叶 〇 慇 ● 雲 O

流 ◎ 節・ 秋 ◎ 浮 ◎

焼 み 下 し 夫 作
時
田
一　
　
え
月
八
日

針
だ
り
澪
ぉ

の
ド
珂

漏

魏
刑
囃
聡
の

好;
時[
節
つ

織
掌
満
粋
り
韓
た
機
を
鵡
ず

輔
蛾
ヤ
き
留
が
で
殺ま

雲λ
浮う

か
´ゝ、

舌よ
郊号
の

日:
■
lr

名

前

二
土
　
せ
治

そ

の
に

の

メ

モ
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姜 贅 作詩メモ

神
漢
逹
　
え
詩
期
会
　
詩
箋

【
を
言
飽
句
】

生  匂 転  句 ネ  句 え  句
詩

　

題事 ○ 陽 ○ ネ・ 笏 ●

無 ○ 没 ● 色 ● 児 ○ 西
郊

日
暮

陽

韻

）

一  
・ 隠・ 蜻 O 遊 ○

曰 0 ユ O 蛉 ○ 野・

員 ● 頭 ○ ′
1ヽ ● 嗅 ●

沐 O 上 ● 水・ 声 O

慶 ◎ 顕 ● 傍 ◎ 呂 ◎

読 み 下 じ え

事
無
く

一
口
迪
ざ
　
慶
び
深
し

陽
及
し
　
隠
ユ
　
頭
上
に
顕

暮
色
に
靖
蛉
小
水

の
傍
ら

笏
児
野
に
遊
び
嗅
声
呂
な
り

脅
郊

の
日
暮

れ

作
詩

ロ

千
仄
式

千
嵐
二
十
九
年
え
月
８
日

子

た

式

名

前

森
谷
工
彦

そのにのメモ



神
漢
逹

九
詩
期
会

詩
箋

【
た
言
宅
句
】

皓  句 伝  句 ネ  句 た ・●
著

　

題舌 0 1民・ ′口● 柴 ○

.LI o 下・ 径・ 『1 0 舌
郊

口
暮

陽

韻

）

ぶ・ 為 O 無 〇 柿・

El● 群 O 人 ○ 熟・

彩・ 飛 ○ 上 ● 古 ●

雲 O 曖・ `1ヽ
 0 僣 O

長 ◎ 野・ 岡 ◎ 堂 ◎

先 み 下 し え

一一
・ヽ

一　

＾

脅

出

落
”
　
務
夕
そ
し

月薦

獄
希
囁
ィ

を
た
び

下

′ロニ

4彗

ノに:

無
な

く

卜
．昨
を
ｒ
る

さ
い
も

ん

祟

門

権
は
識
す
が
銃
壼

猷
が

唯
夢

名簿No   19

作
詩

ロ

千
仄
式

千

戌

２

９

年

９

月

１

４

曰

千
　
た
　
式

名

前

出

口
　
幸
雄

そのにのメモ

皓  転
「
颯
下
帰
含
飛
暖
野
」

、
工
占
落
口
芥
え
薔
」
↓

え

も
■

も
陽
韻

（
ｆ
鎖
？
）


